










一巻 頭 言 一
社 会 と ア レ ル ギ ー
Societyandanallergy
本誌 の巻 頭 言 と して は、2年 前 に一 度 書 いて い る 。今 回 ど うい うわ けか 推 薦 され た 本誌 の
編 集 委 員 長 とい う立 場 か ら執 筆 と い う次 第 に な っ た。
テー マ と して あげ た 「社会 とア レル ギー 」、 これ は本誌 の発 行 時 に はす で に終 了 して い るが 、
平成20年 の2月 に大 阪 で私 が担 当す る第26回 日本 耳 鼻咽 喉科 免疫 ア レル ギー学 会 の メイ ン
テ ー マ で あ る。
喘息 、 ア トピー 性 皮 膚炎 、 花粉 症 な どの ア レル ギー 疾 患 の有 症 率 は 、医 療機 関 を受 診 して
いな い 軽症 者 を含 め れ ばお そ ら く30%は 超 え て い る と思 われ る。 つ ま り日本 人 の約3分 の
1が ア レル ギ ー を持 って い る。 これ ほ どの有症 率 にな れ ば 国民 病 とい って もよ く、 自然 治 癒
が極 め て少 な い現 状 を考 える と、 疾 患 を治 療 す る よ り如 何 に仲 良 く付 き合 って い くべ き疾 患
とも いえ よ う。 社 会 と して みな で 共 有 して い く疾 患 で あ り、 セ ル フケ ア が実 際 の 日常 社会 に
お いて は重 要 と も考 え られ る。 この よ うな 社 会 を つ くるた め には 、 医療 関 係 者 だ けで な く、
広 く一 般 市 民 に も正 しい知 識 を共 有 して も らわ な けれ ばな らな い。そ の よ うな 意 味 を含 めて
「社 会 とア レル ギ ー 」 とい うテ ー マ を考 えた 。
ア レル ギ ー疾 患 が 増 加 して い る原 因 と して多 くの こ とが 言 われ て い る。 そ れ らに関 して は
本 誌 の 総説 、巻 頭 言 に も以 前、 書 い た ことが あ る。そ れ らはす べ て正 しい が 、 また絶 対 的 な
もので は な い。 少な くと もそ の原 因の 一つ と して と して 、 食 生活 の欧米 化 、 肉食 の増加 は重
要 といえ る。 日本 人 に は 日本 人 に合 った 生活 、 食事 、環 境 が ある。 そ の ゆが み が ア レル ギ ー
の発 症 、 増加 に関係 して いる 。我 々が 教 えて も らった 西洋 医 学 に対 して 、わ が 国 に は江 戸 時
代 以前 か ら東洋 医 学 が存 在 し、 いわ ゆ る漢 の時 代か らの 中 医学 か ら 日本 で発 展 した 日本 的 な
漢 方 医学 が ある。 そ の 基本 的 な考 え 、す なわ ち ヒ トと自然 の関 係 を東 洋 医学 で は 「ヒ トは 自
然 の一 部 」 と して 認 識 して 対 処 して き た。 そ れ に対 し西 洋 医学 で は 「ヒ トが 自然 を コ ン ト
ロー ル 」 して き た とも いえ る。 自然 を環 境 と置 き換 えて も良 い。 どち らが好 ま しい か は個 人
によ り異な り、 ま た 時代 に よ って も異 な る だ ろ う。 私個 人 と して は この ヒ トと 自然(環 境)
との 関 係 のゆ が み が ア レル ギー 疾 患 の 増 加 に関 係 して い る気 が して な らな い。
早急 に結論 を 出せ る問題 で は な いが 、 この よ うな関 連 を考 え、対 処 して い く こ ともア レル
ギ ー 疾 患 の制 圧 に対 して有 用 で は な い か と考 え て い る 今 日 この 頃 で あ る 。
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